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平成２９年度 箕面ユネスコ協会総会を開催しました！ 

今年度もよろしくお願いいたします。 

5 月 21 日、箕面市立萱野小学校で、来賓として大阪府ユネスコ連絡協議

会中馬会長、同若林事務局長、萱野小学校韮澤校長をお招きし、活動・会計

報告および計画が承認されました。新たに迎えた会員の方々、および仲野公

顧問の紹介がありました。中西正人顧問が日本ユネスコ国内委員会委員で、

坂口会長が日本ユネスコ協会理事で引き続き活動致します。今年度もさまざ

まなネットワークづくりをめざす箕面ユネスコ協会をよろしくお願いしま

す。総会後は、恒例の被災地を忘れない東北・熊本などの食材を使った交

流食事会を開催しました。 

 

 

 

平成２９年度 大阪府ユネスコ連絡協議会総会が開催されました！ 

総会後の講演ではカンボジアやネパールの識字教育を通し「誰もおきざりにしない社会の構築」を

目指すことを共有しました。 

5 月２８日、阿倍野生涯学習センターにおいて、大阪ユネスコ協会、エリー二ユネスコ

協会、堺ユネスコ協会、箕面ユネスコ協会が集まり、今年度の活動

計画等を確認しました。その後「59 歳の 1 年生～今、わたしたち

ができること！～」をテーマに坂口会長が講演し、カンボジアに先

生方や高校生と訪れた経験を４ユ協で共有しました。この日の学び

を生かし、各ユ協でできることを探っていきます。 
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♪ホームページ折々に更新中！  

 

『箕面ユネスコ協会』 

で検索してください❤ 
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ポプラ「ふれあい食事会」池田さつき会 

豊能地区を中心に特別養護老人ホームの運営、訪問介護、デイサービスなど福祉事業を展開されているさつ

き会の池田市東山町の特別老人ホームポプラで、８月６日（日）に開催され、１０３名の方が参加されました。 

「ふれあい食事会」は、地域の７５

歳以上のかたを対象に２か月に１度

５００円で開催されます。明るい従業

員の方々とピアノの生演奏で出迎え

られ、大阪マリオットホテルの総料理

長のお食事をいただきました。 

食事前には、毎回健康について医

師によるプチセミナーが企画されているようで、今回は経口補水液と糖尿病

に関するお話。その後、音楽にあわせ手足を別々に動かし脳の活性化に努め

た体操を行いましたが、なかなかついていけず、不安を覚えましたが、『脳

を悩ましながら行う事が活性化につながりますよ』と言われ一安心しました。

とりわけ老化予防に取り組まれた内容が企画されていました。 

地域の大阪音楽大学の学生さんの生演奏を聴きながらのお食事会。この

夏１番の猛暑日にもかかわらず、地域の方々が楽しみに皆さん少しおしゃれをされて来られているようでした。  

現在日本の介護現場は世界の先端を行っており、海外からも注目され、毎年こちらの施設の見学にこられる

大学があるそうです。早くから、外国人の国家資格の取得を目標とした国家試験対策、日本語学習等の適切な研

修を導入し、ベトナム・フィリピ・インドネシアから受け入れられてきたそうですが、現在は、ネパールからの

受け入れを考えられているそうです。ネパールは、地域性から産業が育たなく観光産業のみに頼り、月平均約１

５０００円で生活している現状で、子どもたちは英語を話せるが将来仕事がない状況だそうです。その中で日本

での就職を希望する人に、介護の基礎知識や技術、日本語の指導はもちろん、外国人介護員を含むチームに対す

るフォローなど細やかに目を配ることや育てることを目指されています。これからは、ネパールのマンパワーの

輸出が経済を支え、日本の看護・介護分野の労働力不足を補うといった経済活動の連携の強化が重要になるかも

しれません。                       （大阪ユネスコ協会事務局長 若林美和子） 

 

箕面ユネスコ協会の活動経過報告 NO13  東日本大震災を忘れない！ 

今年で７年目９回「がんばろう!つばさネットワーク」東北へ 

「がんばろう！つばさネットワーク」北摂つばさ高校を中心に松原

高校、春日丘高校の生徒と７月１４日から１８日東北支援ボランティ

アに行って来ました。大阪からバスで北陸道を通り宮城県気仙沼まで

１４時間、南三陸町防災庁舎、陸前高田市などを視察。気仙沼階上地

区で「海辺に森を作ろう会」草刈り植樹ボランティア、大島では牡蠣

の養殖業を再開した小松さんのところでボランティアを行いました。

宿泊は気仙沼八瀬地区の「森の学校」の皆さんの家で民泊。２日間お

世話になりました。来年も１０回目が開催予定です。 



7 月 10 日、アサンプション国際小学校に伺い、ユネスコスクール認定プレートを贈呈しました。ユネスコス

クールはユネスコ憲章に示されたユネスコの理念を実現するために平和や国際的な連携を実践する学校のこと

です。日本でも 939 校の学校が加盟しています。文部科学省および日本ユネスコ国内委員会は、ユネスコスク

ールを ESD の推進拠点校として支援しています。学校のモットーは、「誠実 隣人愛 喜び」、ユネスコ憲章の「心

の中に平和の砦を」に深く通じています。箕面ユネスコ協会も、アサンプション国際小学校の子どもたちの新た

な学びを楽しみにしています。                           （坂口 一美） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

近畿 ESD コンソーシアム総会に参加しました 

7 月 8 日（土）に、奈良教育大

学（日本で最初にユネスコスクール

に認められた大学）において総会が

行われました。「コンソーシアム

（Consortium）＝共通の目的に向

かう共同体」という意の通り、近畿

各地の教育委員会をはじめ、ESD

を進める各校や各ユネスコ協会、地

域で活躍する団体が集まり、交流と

学びを深めました。東大寺教学執事

の方から「世界遺産のお寺で、気づ

く、学ぶ、考える 東大寺寺子屋」

の案内があるなど、様々な形でESD

が推し進められている様子を知ることができました。 

東京都江東区立八名川小学校からは、学校総体で SDGｓ（2016 年から 2030 年の間に世界がめざす

ものとして国連が採択した１７の目標）に取り組む様子が紹介されました。「誰一人取り残さない世界の実

現」に寄与する人材を育成したいという願いが強く伝わってきました。子どもたち自身が課題を見出し生き

生きと学ぶことが他の教科への意欲にもつながっていく姿に、点数で学力を計ることに汲々とするのでなく、

目的が明確になる学び方こそが学力を確かにするのだと気づくことができました。           

（大濱 淳子） 



●熊本とつながる！緩やかなネットワー６ 

6 月 9 日～12 日、箕面「らいとぴあ」中村君率いる高校

生や中学生・小学生の「熊本震災支援を学ぶ現地フィールドワ

ーク第２弾」に同行、おなじみ西原村たんぽぽハウス（上村加

代子さん・久保田さん）たんぽぽハウス絆食堂や子ども食堂の

手伝い、仮設住宅での「だご汁」作りや、被災で出た持ち主の

不明の保管物の整理などすることができました。皆さんありが

とうございました。 

 

箕◎感謝状贈呈しました─・:*:・°★,。応援への御礼。 

「市民活動フォーラムみのお」より東日本大震災の寄付金の取

り扱いを委任されました。東日本大震災を「忘れない」ための青少

年の活動支援金としていきます。 

箕面ユネスコ協会は「フォーラムみのお」会員でもあります。「フ

ォーラムみのお」は、市民活動センターを箕面市の NPO の拠点と

して運営しつつ、一人ひとりの思いをつなぎながら「人もまちも元

気な社会」を実現するための活動を応援していただいています。 

 

                 ★★★日本ユネスコ全国大会ｉｎ仙台が盛会に終わりました★★★      

箕面ユネスコ協会からのお知らせ！ 

７月１５日・１６日ユネスコ発生後

の地仙台で第７３回ユネスコ全国大会

が開催されました。参加者は約８００

名。次を担う青年たちの活躍が目を見

張る大会でした。エクスカーションは

松島、世界遺産平泉、気仙泊、次回は

北街道函館で開催します。 

 

★ぜひご覧ください★子どもたちを学校へ 

気軽に参加できる、「タンス遺産ダンス」の 

ムービー偏 「遺産を募金」に 

http://www.unesco.or.jp/terakoya/kakisonji/ 

書きそんじハガキ、未使用切手、プリペイドカー

ドの 3 兄弟が、かわいいダンスと歌でご家庭に眠

った「遺産」について呼びかけています！ 

http://www.unesco.or.jp/terakoya/kakisonji/

